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はじめに 

クリンソウは兵庫県の絶滅危惧種に指定されています。ですが、私たちが住んでいる宍粟市千種町

では７年前にクリンソウが群生している地区が発見されました。千種町では町民がクリンソウの保護

団体を立ち上げるなど保護活動に取り組んでいます。しかし、その生態についての調査はあまり行わ

れていません。そこで、クリンソウが千種町になぜ生息しているのかを知り、クリンソウの群生地を

守るために、昨年度よりそれぞれの生息地における個体数の推定・平均密度・土壌の調査を行ってき

ました。 

 

調査方法 

①それぞれの生息地における個体数の推定と平均密度 

５つの調査地点でハンディＧＰＳを使

って面積を測りました。その後、１ｍ×

１ｍのコドラートで５つの調査地点で

それぞれ５か所ずつ個体数を調査しま

した。そこから、各調査地点でのクリン

ソウの平均密度を算出し、以下の図の式

より推定個体数を算出しました。 

 

 

 

 

②土壌の調査 

 それぞれの観測地点で地下約５０㎝の土をパイプで採取しました。採取した土壌を礫層・砂層・年

度シルト層・腐葉土の４種類に分け、それぞれの観測地点で４種類の土がどのくらい含まれるか、

割合を算出しました。 

 

結果 

①調査地点の面積とクリンソウの分布割合 

 調査地点の面積は寿老人＆弁財天＆福緑寿で

一番大きく、恵比寿が一番小さい結果となりま

した。またクリンソウの分布の割合は寿老人＆

弁財天＆福緑寿が全体の約 85％を占めており、

毘沙門天や恵比寿、布袋はクリンソウの生息数

がかなり少ないことがわかりました。さらに

2018 年と 2019 年のクリンソウの分布の割合を

比較すると、ほとんど変化がありませんでした。 

 

 

 

表１.調査地点の面積とクリンソウの分布割合 
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②平均密度および推定個体数の推移 

2018年冬、2019年夏、2019年冬と３回調査を実施し、平均密度および推定個体数の推移を調べました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 平均密度の変移             図２ 推定個体数の変移 

 

③土壌の調査 

寿老人、大黒天、布袋、福緑寿、弁財天の５つのクリンソウ生息地で、土壌の調査を行なった。結果、

他の地点と比較して、布袋では腐葉土が多く含まれていることがわかりました。またどの生息地にお

いても粘土シルト層が最も多く含まれていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３ 場所ごとの土壌の種類の違い 

 

 

考察 

面積では毘沙門天が３番目に大きいのに対し、平均密度は一番低いという結果になっていました。ク

リンソウは、動物によって種子が散布されると考えられているので、一番山奥にある毘沙門天は動物

自体があまり通るような道ではないのでクリンソウが少ないのではないかと思いました。また、大黒

天や布袋ではクリンソウが集中して生えていることが多く、その生え方からも動物が通ることで種子

が増えやすいと考えました。 

図３の土壌の性質を見ると、透水性の低い粘土シルトが多くの割合で含まれていて、湿地などを好む

のではないかと考えられます。まだ調べられていない毘沙門天と恵比寿の土壌にいついて、今後調べ

ることで、クリンソウがどのような土壌を好むかを調査したいと思います。 

今後は平均密度の高い場所と低い場所で、日照度の違いがあるのか、場所ごとにクリンソウの発芽率

の違いがあるのかを研究して、クリンソウが生育しやすい環境を解明して、クリンソウをどうやった

ら守っていけるかを考えていきたいと思います。 
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